
































子温度が格子温度よりも高い状態(パルス照射後 <1psで、実現:Perifetti et al.ラPRL2007)での
キンクの振舞いを捉えることは、その起源を知る新しい切り口になると期待されるq 最適ドープ
Bi2212 (乙f'V92 K)の時間分解ARPESを行ったところ、 <1psという特徴的な時間スケール
で以下の非平傷特有の電子構造が観測された:( 1 )キンク構造が弱くなり、むgが過渡的に加速し
た;(2)超伝導ギャッフが埋まり、非平衡特有のスペクトル形状が現れた。平衡状態での電子講
造の温度変化と比較し、キンクの起源などについて考察する。
本研究誌、辛埴(東大物性研、理研jSPring-8、JST-CREST)、富樫格(理研jSPring-8)、震藤
朋也、田中正志、木須孝幸(東大物性研)、中根茂行、茂筑高士、平田和人(物材機構)各氏との
共同研究です。
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